
生
産
基
盤
の
弱
体
化
に
危
機
感

（
発
行
元
）
畜
産
再
興
プ
ラ
ン
実
現
推
進
本
部
繁
殖
雌
牛
増
頭
部
会

（
農
林
水
産
省
生
産
局
畜
産
部
畜
産
振
興
課
畜
産
技
術
室
）
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１

繁
殖
雌
牛
増
頭
部
会
を
設
置

Ｖ

字

回

復

を

目

指

す

畜
産
再
興
プ
ラ
ン
実
現
本
部
を
立
ち
上
げ

増
産
の
緊
急
三
課
題
へ
の
取
組
に
つ
い
て
、
地

方
自
治
体
、
畜
産
関
係
団
体
、
生
産
者
団
体
な

ど
、
幅
広
い
関
係
者
へ
の
周
知
を
進
め
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
繁
殖
雌
牛
の
増
頭
を
強
力
に
推
し

進
め
る
た
め
に
、｢

繁
殖
雌
牛
増
頭
部
会｣

を
設

置
し
ま
し
た
。

今
、
和
牛
の
繁
殖
雌
牛
の
頭
数
が
急
激
に
減
っ

て
い
る
こ
と
は
皆
さ
ん
ご
存
じ
で
す
よ
ね
？

そ
の
た
め
、
子
牛
価
格
は
、
急
上
昇
し
、
肥

育
農
家
の
方
々
は
大
変
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る

状
況
で
す
。

雌
牛
の
頭
数
の
減
少
は
、
国
際
的
な
環
境
の

変
化
や
、
離
農
や
後
継
者
不
足
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
原
因
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
頭
数

の
減
少
が
続
け
ば
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち
の
先
輩

が
作
り
上
げ
て
き
た｢

日
本
の
宝｣

で
あ
る
和
牛

の
基
盤
を
支
え
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
状
況
に
私
た
ち
は
非
常
に
危
機
感
を

持
た
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
農
林
水
産
省
で

は
、
今
年
三
月
に｢

酪
農
及
び
肉
用
牛
生
産
の
近

代
化
を
図
る
た
め
の
基
本
方
針｣

（
い
わ
ゆ
る

｢

酪
肉
近｣

）
を
定
め
、
繁
殖
牛
の
増
頭
に
よ
る

繁
殖
基
盤
の
安
定
は
、
今
後
十
年
間
の
重
要
な

課
題
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
四
月

に｢

畜
産
再
興
プ
ラ
ン
実
現
推
進
本
部｣

を
省
内

に
立
ち
上
げ
、
酪
肉
近
の
実
現
に
向
け
た
取
組

み
を
始
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
今
後
三
年

間
で
、
特
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
課
題

と
し
て
、｢

繁
殖
雌
牛
の
増
頭｣

が
一
番
に
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
、
国
、
地
方
、
団
体
、
生
産
者
な
ど
の

関
係
者
が
危
機
感
を
共
有
し
、
本
当
に
力
を
合
わ

せ
て
、
今
の
繁
殖
雌
牛
の
減
少
傾
向
を
反
転
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
日
本
の
宝
」

で
あ
る
和
牛
の
生
産
を
安
定
さ
せ
、
地
域
が
こ
れ

か
ら
も
元
気
に
肉
用
牛
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
く

た
め
に
は
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
行
動
が
必
要
で

す
。

「畜産再興プランブロック会合（関東）」
で挨拶する原田畜産部長。

QUIZ

和
牛
と
は
、
黒
毛
和
種
、
褐
毛
和
種
、
日
本
短
角
種
、

無
角
和
種
の
四
品
種
を
い
い
ま
す
が
、
こ
の
中
で
最
も
飼

養
頭
数
が
多
い
の
は
、
ど
の
品
種
で
し
ょ
う
か
？

（
答
え
は
、
最
終
ペ
ー
ジ
）

農水省

区分／年 22 23 24 25 26

飼養頭数（千頭）

前年比（％）

2,892 2,763 2,723 2,642 2,567 

(▲1.1) (▲4.5) (▲1.4) (▲3.0) (▲2.8)

うち子取り用雌牛
（千頭）

前年比（％）

683.9 667.9 642.2 618.4 595.2

(  0.3) (▲2.3) (▲3.8) (▲3.7) (▲3.8)

○ 肉用牛の飼養頭数の推移

資料：農林水産省「畜産統計」

農
林
水
産
省
で
は
、
畜
産
再
興
プ
ラ
ン
の
実
現

を
推
進
す
る
た
め
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
を
皮
切
り
に

順
次
全
国
八
ブ
ロ
ッ
ク
で｢

第
一
回
畜
産
再
興
プ

ラ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
会
合｣

を
開
催
す
る
な
ど
、
①
繁

殖
雌
牛
増
頭
、
②
酪
農
生
産
基
盤
強
化
、
③
飼
料

繁

殖

雌

牛

の

現

状

は

？

と
こ
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
平
成

二
十
二
年
に
六
十

八
万
三
千
頭
い
た

雌
牛
は
平
成
二
十

六
年
で
は
、
六
十

万
頭
を
割
り
込
ん

で
し
ま
い
、
五
十

九
万
五
千
頭
ま
で

に
減
っ
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。
四
年

間
で
な
ん
と
九
万

頭
の
減
少
で
す
！

こ
れ
は
や
は
り
本

当
に
心
配
な
状
況

だ
と
思
い
ま
す
。

冒
頭
に
少
し
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

繁
殖
雌
牛
の
頭
数
は
、
こ
こ
数
年
で
激
減
し
て

い
ま
す
。
年
間
約
四
％
の
減
少
と
書
く
と
ピ
ン

創刊号



４ページに記
載の地方農政
局等で受け付
けています。

日本経済と一緒に
繁殖基盤もモー回復！

２

繁
殖
雌
牛
の
減
少
が
も
た
ら
す
も
の

今
、
一
番
困
っ
て
い
る
の
は
、
肥
育
農
家

の
方
で
す
よ
ね
。

平
成
二
十
二
年
の
黒
毛
和
種
の
子
牛
価
格

（
平
均
）
は
、
三
十
九
万
円
で
し
た
が
、
一

番
最
近
の
子
牛
価
格
は
、
六
十
三
万
三
千
円

（
（
独
）
農
畜
産
業
振
興
機
構
調
べ
：
平
成

二
十
七
年
四
月
の
全
国
平
均
）
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
だ
け
子
牛
価
格
が
上
が
っ
て
し

ま
う
と
、
そ
れ
を
肥
育
す
る
肥
育
農
家
の
方

は
、
本
当
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

633

    370

    410

    450

    490

    530

    570

    610

    650
（千円/頭）

データ：（独）農畜産業振興機構（４月は速報値）

心
配
さ
れ
る
日
本
の
宝
「
和
牛
」
の
基
盤

○子牛価格の推移（黒毛和種）

10年間で
３万戸の減少

そ
れ
に
輪
を

か
け
て
心
配
し

て
い
る
の
は
、

人
手
不
足
の
心

配
で
す
。
こ
れ

は
肉
用
牛
だ
け

で
の
お
話
で
は

な
く
、
酪
農
あ

る
い
は
農
業
全

般
に
言
え
る
こ

と
で
す
が
、
特

に
繁
殖
農
家

は
、
一
頭
か
ら

数
頭
を
飼
わ
れ

て
い
る
、
あ
る

い
は
飼
わ
れ
て

い
た
方
々
も
多

く
、
高
齢
化
や

離
農
な
ど
で
こ

れ
ら
の
方
が
経

営
を
や
め
ら
れ

４年間で
９万頭の減少

４年間で
６万頭の増頭

て
し
ま
う
と
頭
数
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
傾
向
が
今
後
も
続
く
と
、

こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
諸
先
輩
方
が
一
生

懸
命
作
り
上
げ
て
き
た
日
本
の
宝
で
あ
る
「
和

牛
」
が
減
少
し
、
地
域
の
「
元
気
」
も
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
と
て
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

これまでの
最少頭数

６２万２千頭

最少頭数を更新
59万5千頭

一言もの“モー”す。



ＣＢＳ・ＣＳの取組内容（ＪＡ壱岐市）

繁殖支援部門 哺育・育成部門

○ 母子委託
母牛が分娩後、
母子共に受託し
ます。

○ 繁殖育成
導入子牛や自
家保留の雌子
牛を受託します。

○ 哺育
母子委託に
より受託した子
牛を約４ヶ月齢
までほ乳育成
します。

○ リハビリ
繁殖障害牛を
受託します。
栄養状態の改
善や運動により
治療を試み、授
精・妊娠鑑定後、
農家へ返します。

○ 一時預かり
繁殖農家が疾
病や傷病等で
一時的に飼養
管理が困難な
場合に、繁殖雌
牛を預かり、和
牛繁殖経営の
継続を支援しま
す。

○ 子牛育成
哺育部門で

哺乳育成した子
牛を受託し、育
成して家畜市場
に出荷します。

３

愛
称

「
ぞ
う
し
ん
」｢

繁
殖
雌
牛
増
頭
通
信｣

の
役
割

ち
な
み
に
、
今
を
除
い
て
、
平
成
に
な
っ
て
か
ら
繁
殖
雌
牛
の
頭
数
が
一
番
少
な
か
っ
た
の

は
、
平
成
十
八
年
の
六
十
二
万
三
千
頭
な
の
で
す
が
、
こ
の
時
は
、
全
国
の
関
係
者
が
一
丸
と

な
っ
て
増
頭
運
動
を
展
開
し
た
結
果
、
そ
れ
ま
で
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
た
繁
殖
雌

牛
の
減
少
傾
向
を
食
い
止
め
た
だ
け
で
な
く
、
平
成
二
十
二
年
に
は
、
六
十
八
万
四
千
頭
ま
で

頭
数
は
増
加
し
ま
し
た
。
し
か
し
今
は
、
五
十
九
万
五
千
頭
ま
で
減
っ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、

も
う
一
度
関
係
者
み
ん
な
が
頑
張
っ
て
増
頭
に
向
け
た
運
動
を
展
開
す
る
時
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
こ
で
、
農
林
水
産
省
と
し
て
は
、
一
面
で
書
か
せ
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
畜
産
再
興
プ

ラ
ン
実
現
推
進
本
部
に
繁
殖
雌
牛
増
頭
部
会
を
設
置
し
、
現
状
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け

る
だ
け
で
な
く
、
少
な
く
と
も
今
後
三
年
間
で
年
間
三
千
頭
程
度
は
繁
殖
雌
牛
の
頭
数
を
増
加

さ
せ
る
よ
う
、
関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
今
後
、
「
繁
殖
雌
牛
増
頭
通
信
」
を
定
期
的
に
発
行
し
、
今
後
三
年
間
、
増
頭
に
取
り
組

む
皆
さ
ん
の
参
考
と
な
る
よ
う
な
地
域
の
増
頭
に
向
け
た
取
組
事
例
や
、
子
牛
の
生
産
技
術
向

上
に
向
け
た
ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う
な
技
術
情
報
の
発
信
、
時
に
は
こ
れ
か
ら
使
え
る
補
助
事
業

の
紹
介
な
ど
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の
増
頭
の
一
助
と
な
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

繁
殖
雌
牛
増
頭
通
信
で
は
、
今
後
、
地
域
で

雌
牛
の
増
頭
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
事
例
や
、

増
頭
に
効
果
の
あ
る
技
術
の
紹
介
な
ど
を
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
も
頂
き
な
が
ら
、
紙
面
で
取
り

上
げ
て
い
き
、
地
域
で
の
今
後
の
取
り
組
み
の

参
考
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

創
刊
号
で
は
、
「
酪
肉
近
代
化
基
本
方
針
」

の
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
各
種
の
雑
誌
な
ど
で

も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、

Ｃ
Ｂ
Ｓ
で
繁
殖
基
盤
を
強
化

地
域
で
増
頭
を
支
え
よ
う
！

を
高
め
、
子
牛
価
格
を
安
定
さ
せ
る
効
果
な

ど
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
生
後
三
～
七
日
齢
の
子
牛
か
ら
預

託
を
行
う
哺
乳
施
設
を
作
ら
れ
た
後
、
平
成

十
九
年
か
ら
は
、
繁
殖
支
援
施
設
の
建
設
が

開
始
さ
れ
、
母
牛
を
分
娩
後
か
ら
預
か
り
、

子
牛
は
哺
育
部
門
で
預
託
し
な
が
ら
、
母
牛

は
人
工
授
精
し
、
妊
娠
確
認
後
農
家
に
返
す

と
い
う
母
子
委
託
業
務
や
、
繁
殖
障
害
の
雌

牛
を
預
か
り
、
治
療
後
受
精
さ
せ
る
リ
ハ
ビ

リ
業
務
、
農
家
の
方
が
病
気
に
な
ら
れ
た
時

な
ど
に
雌
牛
を
預
か
る
一
時
預
り
業
務
、
雌

子
牛
を
育
成
後
、
受
胎
さ
せ
て
農
家
へ
返
す

繁
殖
育
成
業
務
な
ど
を
拡
充
さ
れ
、
哺
育
育

成
部
門
と
一
体
化
し
て
、
生
産
性
を
向
上
さ

せ
な
が
ら
、
地
域
全
体
の
繁
殖
農
家
の
飼
養

管
理
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
が
作
り
上
げ
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

長
崎
県
壱
岐
市
の
子
牛
育
成
共
同
施
設
（
キ
ャ

ト
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
、
繁
殖
支
援
施
設
（
キ

ャ
ト
ル
・
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
壱
岐
市
が
中
心
と
な
っ
て
島
の
肉

用
牛
生
産
を
支
え
て
い
る
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
の
第
一
キ
ャ
ト
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
増
設
か
ら
始
ま
り
、
順
次
、
シ
ス
テ
ム
を
広

げ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
が
、
キ
ャ
ト
ル
・
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
は
、
農
家
で
生
ま
れ
た
子
牛
を
生
後
四

～
五
カ
月
齢
程
度
か
ら
子
牛
市
場
出
荷
ま
で
給
餌

に
始
ま
る
全
て
の
管
理
を
行
う
も
の
で
す
。
キ
ャ

ト
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
農
家
の
管
理
労
力
の

軽
減
だ
け
で
な
く
、
飼
養
管
理
の
統
一
に
よ
っ
て

出
荷
体
重
な
ど
を
揃
え
る
こ
と
に
よ
る
市
場
評
価



４

〔

編

集

後

記

〕

【
ク
イ
ズ
の
解
答
】

正
解
は
、
黒
毛
和
種
で
百
六
十
六
万
三
千
頭

が
飼
養
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
褐
毛
和
種
は
二
万
一
千
頭
、
日

本
短
角
種
は
八
千
頭
、
無
角
和
種
は
二
百
頭
が

飼
養
さ
れ
て
い
ま
す
。

所属 連絡先 所属 連絡先

北海道農政事務所

農政推進課

011-642-5461（代表）
011-642-5410（直通）

近畿農政局畜産課 075-451-9161（代表）
075-414-9022（直通）

東北農政局畜産課 022-263-1111（代表）
022-221-6198（直通）

中国四国農政局畜産課 086-224-4511（代表）
086-224-9412（直通）

関東農政局畜産課 048-600-0600（代表）
048-740-0028（直通）

九州農政局畜産課 096-211-9111（代表）
096-211-9477（直通）

北陸農政局畜産課 076-263-2161（代表）
076-232-4317（直通）

沖縄総合事務局

生産振興課畜産振興室

098-866-0031（代表）
098-866-1653（直通）

東海農政局畜産課 052-201-7271（代表）
052-223-4625（直通）

農林水産省生産局

畜産部畜産振興課

03-3502-8111（代表）
03-6744-2587（直通）

青森県、岩手県、宮城県、
秋田県、山形県、福島県

茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、
千葉県、東京都、神奈川県、山梨
県、長野県、静岡県

新潟県、富山県、石川県、
福井県

岐阜県、愛知県、三重県

福岡県、佐賀県、長崎県、熊本
県、大分県、宮崎県、鹿児島県

鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口
県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県

滋賀県、京都府、大阪府、
兵庫県、奈良県、和歌山県

繁殖雌牛の増頭に関するお問い合わせ先

ま
た
、
加
え
て
、
将
来
を
担
う
後
継
者
が
、

指
導
を
受
け
な
が
ら
研
修
を
で
き
る
よ
う
に
繁

殖
研
修
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
新
規
就
農
者

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
も
併
せ
て
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

壱
岐
市
に
お
い
て
も
、
近
年
は
頭
数
が
わ
ず

か
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
キ
ャ
ト
ル
セ

ン
タ
ー
の
設
置
以
降
、
こ
れ
ら
の
様
々
な
取
り

組
み
に
よ
り
一
定
の
生
産
基
盤
が
保
た
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
事
例
は
約
十
五
年
に
わ
た
る
関
係
者
各

位
の
ご
努
力
に
よ
り
地
域
全
体
で
作
り
上
げ
ら

れ
た
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
ま
す
の
で
、

一
朝
一
夕
に
ど
こ
の
地
域
で
も
取
り
組
め
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
高
齢
化
や
担
い
手
の

減
少
に
よ
る
繁
殖
基
盤
の
縮
小
は
、
全
国
共
通

の
課
題
で
あ
り
、
各
地
域
で
の
議
論
の
参
考
に

し
て
頂
け
る
事
例
だ
と
思
い
ま
す
。

ちょっと一工夫
「繁殖雌牛増頭通信」は、和牛
を飼っている方や、これから飼っ
てみようと思っている方々に知っ
ていただきたい情報を満載にする
予定です。
各種会合やイベントでの配布だ

けでなく、例えば「配合飼料の配
達時に農家に配布」や「○○シス
テムで組合員にE-mailで情報提
供」など、ちょっと一工夫した事
例があったら、教えてください！

い
き
な
り
の
「
ぞ
う
し
ん
」
の
発
行
で
、
読

者
の
方
々
も
戸
惑
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。た

だ
、
こ
れ
だ
け
の
急
激
な
繁
殖
雌
牛
基
盤

の
減
少
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
農
林
水
産

省
も
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
い

る
状
況
だ
と
い
う
の
は
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

創
刊
号
で
は
、
事
例
や
皆
さ
ん
の
お
声
な
ど

は
ほ
と
ん
ど
お
届
け
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
な
ど

も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
編
集
部
と
し
て
も
色
々

な
地
域
の
情
報
を
集
め
て
、
次
号
か
ら
は
、
増

頭
に
取
り
組
む
皆
様
の
お
役
に
立
つ
よ
う
な
情

報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
積
極
的
な
情
報
提
供
も
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
繁
殖
技
術
の
改
善
も
、
増
頭
の
た

め
に
は
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
秋
を

目
途
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
も
検
討
し

て
お
り
、
ま
た
、
新
た
な
技
術
の
取
組
み
な
ど

も
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。頭

数
の
Ｖ
字
回
復
に
役
立
つ
「
ぞ
う
し
ん
」

が
発
行
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
！

（
畜
産
振
興
課

畜
産
技
術
室

菅
谷
）


